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(57)【要約】
【課題】ガスバーナと五徳の間の距離の相関が保たれて
良好な燃焼状態が確保できながら天板を調理台として有
効に利用できるガスコンロを提供する。
【解決手段】ガスコンロ１において、ガスバーナ２の混
合管２４の上流端に配置されたガス噴出口となるノズル
２５と、ガスバーナ２へのガス供給を制御する器具栓５
と、ノズル２５と器具栓５との間に回転継手を介して回
転可能に接続されたクランク状の接続管とを備え、ガス
バーナ２は上下動可能に設けられ、ガスバーナ２の上下
動に伴って接続管が回動することによりノズル２５の位
置が上下方向の同一線上を上下に移動するように構成さ
れている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンロ本体部の上部に配置される天板の開口部にガスバーナと五徳とが配置されるガス
コンロにおいて、
　ガスバーナの混合管の上流端に配置されたガス噴出口となるノズルと、
　ガスバーナへのガス供給を制御する器具栓と、
　ノズルと器具栓との間に回転継手を介して回転可能に接続されたクランク状の接続管と
を備え、
　ガスバーナは上下動可能に設けられ、
　ガスバーナの上下動に伴って接続管が回動することによりノズルの位置が上下方向の同
一線上を上下に移動するように構成されているガスコンロ。
【請求項２】
　コンロ本体部の上部に配置される天板の開口部にガスバーナと五徳とが配置されるガス
コンロにおいて、
　ガスバーナの混合管の上流端に配置されたガス噴出口となるノズルと、
　ガスバーナへのガス供給を制御する器具栓とを備え、
　ノズルには、第１回転継手を介してクランク状の第１接続管の下流端と回転可能に接続
され、
　第１接続管の上流端には、第２回転継手を介してクランク状の第２接続管と回転可能に
接続され、
　第２接続管の上流端には、第３回転継手を介して器具栓の連絡管と回転可能に接続され
、
　ガスバーナは上下動可能に設けられ、
　第３回転継手及び連絡管の位置が固定された状態でガスバーナの上下動に伴って第１接
続管及び第２接続管が回動することによりノズルの位置が上下方向の同一線上を上下に移
動するように構成されているガスコンロ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のガスコンロにおいて、
　ガスバーナ及び五徳が配設される昇降台と、
　昇降台を昇降させる昇降機構と、
　昇降台が、五徳の上部が天板よりも上方に位置する使用位置と、コンロ本体部内にガス
バーナ及び五徳が収納される収納位置との間で昇降するように、昇降機構の昇降動作を制
御する制御手段とを備えるガスコンロ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のガスコンロにおいて、
　ガスバーナは、バーナ部と、バーナ部に混合ガスを供給する混合管とを備え、
　混合管及びバーナ部が鉛直方向に上下動可能に設けられているガスコンロ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスバーナ未使用時にコンロ本体部内にガスバーナを収納して見栄えを良く
し、調理スペースを拡げることができるガスコンロに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ガスバーナを使用しない状態では、天板がガスバーナと五徳の上方に上昇され、
ガスバーナを使用する際には、天板を下降させてガスバーナ及び五徳を露出させるように
したガスコンロがある（特許文献１）。
　このガスコンロは、ガスバーナの数に天板を分割し、分割された天板をそれぞれ独立し
て昇降動作させるようにしている。
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　従って、ガスバーナを使用する時は、五徳上に調理容器を載せてガスバーナで加熱でき
、また、ガスバーナを使用しない状態では、ガスバーナ及び五徳が天板の上から突出しな
いので、天板を調理台として使用することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２４７７２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記ガスコンロは、天板を下降させてガスバーナを使用するため、ガス
バーナの使用中は、天板に凹部が形成されることになり、この凹部は、ガスバーナの加熱
により熱が篭りやすく、天板が過熱される虞があるし、火の状態も分かり難く、また、天
板が低くなるため、ガスコンロ全体としての見栄えも好ましくない。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、ガスバーナと五徳の間の距離の相関
が保たれて良好な燃焼状態が確保できながら天板を調理台として有効に利用できるガスコ
ンロを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るガスコンロは、
　コンロ本体部の上部に配置される天板の開口部にガスバーナと五徳とが配置されるガス
コンロにおいて、
　ガスバーナの混合管の上流端に配置されたガス噴出口となるノズルと、
　ガスバーナへのガス供給を制御する器具栓と、
　ノズルと器具栓との間に回転継手を介して回転可能に接続されたクランク状の接続管と
を備え、
　ガスバーナは上下動可能に設けられ、
　ガスバーナの上下動に伴って接続管が回動することによりノズルの位置が上下方向の同
一線上を上下に移動するように構成されている。
【０００７】
　このような構成により、ガスバーナが上下動されても接続管が回動することによりノズ
ルの位置が上下方向の同一線上を上下に移動するから、ガスバーナの混合管は接続管及び
回転継手を介して器具栓に接続された状態となる。
【０００８】
　また、本発明に係るガスコンロは、
　コンロ本体部の上部に配置される天板の開口部にガスバーナと五徳とが配置されるガス
コンロにおいて、
　ガスバーナの混合管の上流端に配置されたガス噴出口となるノズルと、
　ガスバーナへのガス供給を制御する器具栓とを備え、
　ノズルには、第１回転継手を介してクランク状の第１接続管の下流端と回転可能に接続
され、
　第１接続管の上流端には、第２回転継手を介してクランク状の第２接続管と回転可能に
接続され、
　第２接続管の上流端には、第３回転継手を介して器具栓の連絡管と回転可能に接続され
、
　ガスバーナは上下動可能に設けられ、
　第３回転継手及び連絡管の位置が固定された状態でガスバーナの上下動に伴って第１接
続管及び第２接続管が回動することによりノズルの位置が上下方向の同一線上を上下に移
動するように構成されている。
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【０００９】
　このような構成により、ガスバーナが上下動されても第１接続管及び第２接続管が回動
することによりノズルの位置が上下方向の同一線上を上下に移動するから、ガスバーナの
混合管は第１～２接続管及び第１～３回転継手を介して器具栓に接続された状態となる。
【００１０】
　本発明に係るガスコンロにおいて、
　ガスバーナ及び五徳が配設される昇降台と、
　昇降台を昇降させる昇降機構と、
　昇降台が、五徳の上部が天板よりも上方に位置する使用位置と、コンロ本体部内にガス
バーナ及び五徳が収納される収納位置との間で昇降するように、昇降機構の昇降動作を制
御する制御手段とを備える。
【００１１】
　このような構成により、天板の位置は変動せず、ガスバーナ及び五徳が配設された昇降
台を昇降機構により天板に対して昇降させるので、ガスバーナを使用する時は、ガスバー
ナと五徳の間の距離の相関が保たれて良好な燃焼状態が確保でき、しかも、ガスバーナ使
用中に天板が過熱される虞もなく、ガスバーナの火の状態も分かり易い。
　さらに、ガスバーナの使用状態に関係なく、ガスコンロ全体の見栄えが良く、ガスバー
ナを使用していない時は、天板を調理台として有効に利用できる。
【００１２】
　本発明に係るガスコンロにおいて、
　ガスバーナは、バーナ部と、バーナ部に混合ガスを供給する混合管とを備え、
　混合管及びバーナ部が鉛直方向に上下動可能に設けられている。
【００１３】
　このような構成により、ガスバーナが上下動されるとガスバーナの混合管及びバーナ部
が上下方向の同一線上を上下に移動するから、ガスバーナの混合管は接続管及び回転継手
を介して器具栓に接続された状態となる。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、本発明によれば、ガスバーナが上下動されても接続管が回動することに
よりノズルの位置が上下方向の同一線上を上下に移動するから、ガスバーナの混合管は接
続管及び回転継手を介して器具栓に接続された状態となる。従って、天板の位置は変動せ
ず、ガスバーナが天板に対して昇降させることができ、ガスバーナを使用する時は、ガス
バーナと五徳の間の距離の相関が保たれて良好な燃焼状態が確保できる。ガスバーナを使
用していない時は、天板を調理台として有効に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態に係るガスコンロの外観構成を示す斜視図である。
【図２】本実施形態に係るガスコンロの断面図であって、ガスバーナ及び五徳が使用位置
にある状態を示す。
【図３】本実施形態に係るガスコンロのガスバーナと器具栓との接続状態と、ガスバーナ
、五徳及びバーナリングを支持部材に組み付けた状態を示す説明図である。
【図４】ガスバーナの混合管に接続されたノズルと器具栓の連絡管とを接続するクランク
管の軌道を示すための説明図である。
【図５】鍋底温度センサ及び物検知手段の動作を示す説明図である。
【図６】本実施形態に係るガスコンロの制御部、各スイッチ、位置検出手段、物検知手段
及び昇降機構の構成を示すブロック図である。
【図７】本実施形態に係るガスコンロの断面図であって、ガスバーナ及び五徳が収納位置
にある状態を示す。
【図８】本実施形態に係るガスコンロの断面図であって、ガスバーナ及び五徳が蓋体取外
し位置にある状態を示す。
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【図９】本実施形態に係るガスコンロの昇降機構の昇降動作の制御を説明するフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明の実施の形態について添付図面を参照しながら説明する。
　図１に示すように、本実施形態に係るガスコンロ１は、ビルトインタイプに適用したも
のであり、上方が開放された矩形箱状のキャビネットＣ内に、複数のガスバーナ２が収容
されたガスコンロ１のコンロ本体部１１が収納されている。なお、ガスコンロ１は、ガス
バーナが1つ設けられたものでもよい。
【００１７】
　ガスコンロ１は、図１及び図２に示すように、コンロ本体部１１の上方開放部がガラス
製又はホーロー製などの天板１２で被覆され、天板１２の所定の位置に、ガスバーナ２の
上端部に形成されるバーナ部２１を臨ませる開口部１２ａが複数形成されている。これら
開口部１２ａ内に、ガスバーナ２のバーナ部２１及び五徳３が一体的に上下動可能に配置
される。なお、天板１２の上面は、キャビネットＣの上面と略同一高さになっており、各
開口部１２ａの下方には、図１及び図２に示すようにバーナ部２１の上下動の範囲の長さ
より長い高さを有する筒状の内壁１２ｂが形成されている。
【００１８】
　ガスバーナ２は、図３に示すように、バーナ部２１と、このバーナ部２１にガス燃料と
空気との混合ガスを供給する混合管２４とを備え、この混合管２４はクランク状の第１接
続管４１及び第２接続管４２を介して器具栓５に接続される。バーナ部２１は、上下方向
に延びる内筒２２ａと外筒２２ｂで形成したバーナボディ２２と、バーナボディ２２の上
に載置される円形のバーナヘッド２３とから構成され、バーナヘッド２３の外周部に多数
の炎孔２３ａが形成されている。バーナボディ２２の下端部に混合管２４の下流端部が接
続され、バーナボディ２２の周囲に図示しない点火電極（イグナイタ）及び炎検知器が外
付けされている。
【００１９】
　混合管２４の上流端となるガス受入口は、一次空気が供給される供給口２６ａが形成さ
れ、ガス噴出口であるノズル２５が取り付けられた閉鎖体２６で覆われている。なお、閉
鎖体２６を設けることなく、ノズル２５と混合管２４のガス受入口との間の隙間を一次空
気が供給される供給口とすることもできる。ノズル２５には、第１回転継手４３を介して
下流側のクランク状の第１接続管４１の先端部が回転可能に接続される。第１接続管４１
の上流端は、第２回転継手４４を介して上流側のクランク状の第２接続管４２が回転可能
に接続される。第２接続管４２は、第３回転継手４５を介して器具栓５の導出口５３に接
続された連絡管５４が回転可能に接続される。
【００２０】
　これら第１・第２接続管４１，４２及び第１～３回転継手４３～４５は、図４の説明図
に示すように、第３回転継手４５及び連絡管５４の位置は固定された状態で、混合管２４
及びバーナ部２１の上下動に伴って第１接続管４１及び第２接続管４２が回動して、ノズ
ル２５の位置が上下方向の同一線上を上下に移動するようになっている。このように、混
合管２４は、上下動されても第１・第２接続管４１，４２及び第１～３回転継手４３～４
５を介して常に器具栓５に接続された状態になる。そして、第１接続管４１から供給され
るガス燃料がノズル２５から混合管２４内に噴出供給されると、ガス燃料の噴出供給に伴
って一次空気が供給口２６ａから吸引され、ガス燃料と一次空気とが混合されてバーナ部
２１に供給される。
【００２１】
　器具栓５は、ガス配管とガスバーナ２との間に配設されてガス配管からガスバーナ２へ
のガス供給を制御する。器具栓５は、弁筐５１内に導入口５２から導出口５３に連通され
たガスの内部通路が形成されており、内部通路には、図示していないが、上流側から電磁
安全弁、元ガス弁、ガス量調節弁が収納されている。器具栓５の導出口５３には、連絡管
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５４が接続されている。
【００２２】
　又、図１から図３に示すように天板１２に形成した各開口部１２ａには、バーナボディ
２２が挿通される孔６１が中心部に形成されたバーナリング６が配置される。このバーナ
リング６は、天板１２の開口部１２ａの周縁との間に形成される隙間ができるだけ小さく
なるように設置される。バーナリング６の外周部には、図３に示すように、五徳３を載置
させるための環状段部６２が形成されている。
【００２３】
　五徳３は、バーナリング６の環状段部６２に着脱可能に嵌められる環状の五徳枠３１と
、この五徳枠３１に等間隔で突設される複数の五徳爪３２とからなる。五徳爪３２はガス
バーナ２のバーナヘッド２３よりも高くなるように形成されている。
【００２４】
　又、バーナボディ２２の内筒２２ａ内には、先端の感熱部が鍋等の調理容器Ａの底部に
接触して調理容器Ａの底温度を検出する鍋底温度センサ７１が設けられている。鍋底温度
センサ７１は、バーナリング６及びバーナ部２１を支持する支持体１７に支持されており
、その上端部は、五徳爪３２よりも上方に突出するようになっている。この鍋底温度セン
サ７１は、上方に復帰付勢される状態で設けられ、五徳３上に調理容器Ａを載置すると、
鍋底温度センサ７１が鍋底に押圧された状態となって、鍋底の温度を検出するように構成
される。
【００２５】
　鍋底温度センサ７１は、図５に示すように、鍋底温度センサ７１の基端部に、この鍋底
温度センサ７１の昇降状態を検知することにより五徳３上に載置された調理容器Ａや後述
する蓋体１８などの物体を検知する物検知手段７２が設けられている。
【００２６】
　物検知手段７２は、本実施形態では、マイクロスイッチを用いており、鍋底温度センサ
７１の上下動可能な軸部に設けた突起部７２ａと、この突起部７２ａが所定位置に下降し
たときオン動作するスイッチ部７２ｂとを備える。物検知手段７２は、五徳３に調理容器
Ａ又は蓋体１８が載置されていないときは鍋底温度センサ７１が上昇位置にあって突起部
７２ａがスイッチ部７２ｂに接触せずオフされ（図５（ａ）参照）、五徳３に調理容器Ａ
等が載置されているときは鍋底温度センサ７１が下降位置にあって突起部７２ａがスイッ
チ部７２ｂに接触してオンされる（図５（ｂ）参照）。従って、この物検知手段７２のオ
ンオフ信号よりガスバーナ２上の調理容器Ａ又は蓋体１８の有無が検知される。
【００２７】
　ガスバーナ２のバーナ部２１と混合管２４は、後述する昇降機構８の昇降台８１上に配
置されており、この昇降台８１に固定される筒状の支持体１７にバーナリング６とバーナ
部２１とが図示していない固定部材を介して固定されている。支持体１７は、筒部１７ａ
とこの筒部１７ａの上部を塞ぐ天井部１７ｂとから構成され、この天井部１７ｂは、天板
１２に形成した開口部１２ａの内壁１２ｂにＯリングを介して密着する大きさに形成され
ている。天井部１７ｂの中心にはバーナボディ２２を挿通させる孔が形成されており、こ
の孔にバーナボディ２２を挿通させた状態でバーナボディ２２が支持体１７に固定され、
天井部１７ｂの上面にバーナリング６を載せて、バーナリング６がボルトなどにより天井
部１７ｂに固定される。
【００２８】
　昇降機構８は、昇降台８１と、この昇降台８１の下方に配置され、コンロ本体部１１の
底面に固定される板状の固定部材８２と、固定部材８２と昇降台８１との間に設けられる
パンタグラフジャッキとを備える。パンタグラフジャッキを構成するリンクアーム８３は
、４本のリンクアーム８３で1つのパンタグラフ機構８４が構成され、２つのパンタグラ
フ機構８４が固定部材８２上に対向配置される。
【００２９】
　パンタグラフ機構８４は、リンクアーム８３をＸ字状に２本重ね合わせて、長手方向中
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央部を軸８５ａの端部で回動可能に支持したものを上下に設け、一方のＸ字状態のリンク
アーム８３の各長手方向端部を他方のＸ字状態のリンクアーム８３の端部と軸８５ｂの端
部で回動可能に連結することにより、二段式のパンタグラフ機構８４が構成される。この
ような構成のパンタグラフ機構８４を２つ対向配置させて軸８５ａ，８５ｂにより互いに
連結させる。そして、上方側端部及び下方側端部の残りの４つのリンクアーム８３の端部
は、軸８５ｃにより連結される。
【００３０】
　リンクアーム８３の下方側端部を連結する一方の軸８５ｃは、固定部材８２に設けた一
対の下側ガイドプレート８６にボルト８７により固定され、他方の下方側の軸８５ｃは、
その両端部を下側ガイドプレート８６に形成された長孔からなる下側ガイド孔８６ａに嵌
め合わせて、下側ガイド孔８６ａ内を水平方向にスライドできるようになっている。
また、リンクアーム８３の上方側端部を連結する一方の軸８５ｃは、昇降台８１の下面に
取り付けた一対の上側ガイドプレート８８にボルト８７により固定され、他方の上方側の
軸８５ｃは、その両端部を上側ガイドプレート８８に形成された長孔からなる上側ガイド
孔８８ａに嵌め合わせて、上側ガイド孔８８ａ内を水平方向にスライドできるようになっ
ている。上下のガイドプレート８６，８８に固定される軸８５ｃは上下方向において同じ
位置に固定されている。
【００３１】
　また、各軸８５ｂの軸方向中央部には、ボールネジ８９が挿通される挿通孔が形成され
ている。そして、ボールネジ８９の先端側（スライドする軸８５ｃ側）に配置される軸８
５ｂの挿通穴は、ボールネジ８９のネジと噛み合うネジ孔に形成されている。また、ボー
ルネジ８９の基端側には、ネジ孔を設けていない他方の軸８５ｂのボールネジ８９軸方向
の動き阻止するストッパ８９ａが設けられている。
【００３２】
　そして、ボールネジ８９の基端部には、正逆回転可能な昇降駆動モータ８０が接続され
ている。昇降駆動モータ８０が駆動されてボールネジ８９が回転すると、ボールネジ８９
の作用でネジ孔を有する軸８５ｂが他方の軸８５ｂに接近、離間して、昇降台８１が昇降
移動するようになっている。
【００３３】
　昇降機構８は、昇降台８１を最上昇位置と最下降位置との間で昇降動作させるようにな
っており、後述する制御部１０により、位置検出手段９により検出された昇降台８１の上
下方向の位置に基づいて昇降動作範囲内で昇降動作を行なうように制御される。
【００３４】
　なお、最上昇位置とは、バーナリング６の外周縁が天板１２に形成した開口部１２ａに
一致する位置であり、ガスバーナ２を使用することができる使用位置となる。最下降位置
とは、バーナリング６上に配置された五徳３の五徳爪３２が天板１２より下方に位置し、
ガスバーナ２及び五徳３がコンロ本体部１１内に収容される収納位置となる。この収納位
置では、鍋底温度センサ７１が無負荷状態で天板１２より上方に突出し、蓋体１８で押圧
されると天板１２の下面側に配置される。
【００３５】
　最上昇位置（使用位置）と最下降位置（収納位置）とは、図２に示すように、コンロ本
体部１１内に設ける上下２つの上部マイクロスイッチ９１と下部マイクロスイッチ９２と
により検出できるようなっている。また、昇降台８１が昇降している間の位置を細かく検
出するためのスケールセンサ９３もコンロ本体部１１に設けられている。これら、上部マ
イクロスイッチ９１と下部マイクロスイッチ９２とスケールセンサ９３とにより、位置検
出手段９を構成している。
【００３６】
　図１に示すように、天板１２における使用者側には、ガスバーナ２の点火・消火などの
操作を行なうための操作部１２ｃが各ガスバーナ２に対応して設けられている。この操作
部１２ｃは、タッチパネル式になっている。操作部１２ｃには、図示していないが、電源
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スイッチ１３、ガスバーナ２を点火及び消火させるための指令情報（例えば、静電容量式
などのタッチスイッチの電気信号による指令情報）を制御部１０に送る点消火スイッチ１
４（図６のブロック図に示す）、ガスバーナ２の燃焼量を調節するための指令情報を制御
部１０に送るバーナ火力調整スイッチ、ガスバーナ２の昇降動作を行なうための指令情報
を制御部１０に送る昇降スイッチ１５（図６のブロック図に示す）、各スイッチの操作を
拒否する指令情報を制御部１０に送るロックスイッチ１６（図６のブロック図に示す）が
設けられている。ロックスイッチ１６が操作されると、電源スイッチ１３の操作以外は受
け付けないように制御される。
【００３７】
　本実施形態に係るガスコンロ１は、ガスコンロ１の動作を制御するマイクロコンピュー
タ等で構成された制御部１０を備えている（図６参照）。なお、本実施形態に係るガスコ
ンロ１は、制御部１０により五徳３の上に調理容器Ａが無い場合にはガスバーナ２を点火
させない制御を行なうようにしている。さらに、操作部１２ｃに、この制御を解除するた
めの解除信号を出力する解除キーを設けており、使用者の意思により五徳３の上に調理容
器Ａを置かない状態でもガスバーナ２を点火させることができるようになっている。
【００３８】
　制御部１０は、昇降スイッチ１５が操作されることにより、バーナ部２１、五徳３及び
バーナリング６が配置された昇降台８１を昇降させるように昇降機構８の制御を行なう。
制御部１０は、バーナ部２１の一部を天板１２の上方に突出させた状態とする使用位置と
、バーナ部２１、五徳３及びバーナリング６を天板１２に対して非突出状態とする収納位
置とに切り換えるように昇降駆動モータ８０の駆動を制御する。
【００３９】
　さらに、図７に示すように、本実施形態に係るガスコンロ１は、ガスバーナ２、五徳３
及びバーナリング６が収納位置にあるときに、天板１２の開口部１２ａをデザインされた
透明ガラスで形成される蓋体１８で塞ぐようになっている。このように、ガスバーナ２の
未使用時には、ガスバーナ２、五徳３及びバーナリング６をコンロ本体部１１内に収納し
て、天板１２の開口部１２ａを蓋体１８で塞ぐことで、天板１２を調理台として広く有効
に利用することができ、しかも、ガスバーナ２を使用していないときは、埃やゴミが開口
部１２ａ内の収納空間に入らないようにすることができる。
【００４０】
　また、ガスコンロ１は、図６に示すように、制御部１０による指令で報知するブザー１
９を備えており、制御部１０は、バーナ部２１などが収納位置にまで移動した後、物検知
手段７２により蓋体１８が置かれていないと検知された場合には、ブザー１９により蓋体
１８を置くように報知する。
【００４１】
　さらに、図８に示すように、制御部１０は、昇降機構８により収納位置から使用位置に
昇降台８１を上昇させる際、スケールセンサ９３による位置検出結果に基づいて、蓋体１
８の底面と天板１２との間に、蓋体１８に指が掛けられる程度の所定の隙間が形成される
蓋取り外し位置まで上昇すると、一旦、昇降駆動モータ８０を停止する。このとき、ブザ
ー１９により蓋体１８を取り外すように報知する制御を行なってもよい。この後、制御部
１０は、物検知手段７２の検出結果に基づき、蓋体１８が取り除かれると、昇降台８１を
使用位置まで上昇駆動させる制御を行なう。
【００４２】
　このように、収納位置から昇降機構８を上昇駆動させるときに、蓋体１８が開口部１２
ａから少し浮いた状態で昇降駆動モータ８０の駆動が停止されるので、蓋体１８は開口部
１２ａから取り外し易くなる。しかも、一旦停止後は、蓋体１８を取り除かなくては昇降
機構８の上昇動作は行なわれないので、蓋体１８の上に調理容器Ａ等が載置されていても
、調理容器Ａ等がひっくり返る前に調理容器Ａを取り除くことができる。
【００４３】
　次に、上記構成のガスコンロ１において昇降スイッチ１５の操作によって制御部１０が
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行なう昇降機構８の動作の制御について図９のフローチャートに基づいて説明する。
【００４４】
　まず、バーナ部２１と五徳３が収納位置にある状態で電源スイッチ１３がＯＮされると
、昇降スイッチ１５がＯＮ操作されたか否かの判断がなされる（Ｓ１）。昇降スイッチ１
５がＯＮ操作されず（Ｓ１で「Ｎｏ」）、そのまま所定時間（例えば３分）が経過した場
合（Ｓ３）には電源が自動的にＯＦＦになる。
【００４５】
　昇降スイッチ１５がＯＮ操作されると（Ｓ１で「Ｙｅｓ」）、昇降駆動モータ８０が駆
動される（Ｓ２）。昇降駆動モータ８０が駆動される（Ｓ２）と、スケールセンサ９３の
検出結果に基づいて昇降台８１が蓋体取外し位置まで上昇したか否かの判断がなされる（
Ｓ４）。昇降台８１が蓋体取外し位置まで上昇すると（Ｓ４で「Ｙｅｓ」）、蓋体１８の
取外しを促すブザーが鳴ると共に、昇降駆動モータ８０が停止する（Ｓ５）。
【００４６】
　次に、五徳３上に蓋体１８が載置されているか否かの判断がなされ（Ｓ６）、蓋体１８
が取り除かれている場合には（Ｓ６で「Ｙｅｓ」）、使用位置まで昇降台８１を上昇させ
るために昇降スイッチ１５がＯＮ操作されると（Ｓ７で「Ｙｅｓ」）、昇降駆動モータ８
０が駆動される（Ｓ８）。なお、蓋体１８が取り除かれた場合には（Ｓ６で「Ｙｅｓ」）
、昇降スイッチ１５のＯＮ操作をすることなく自動的に昇降駆動モータ８０を駆動させて
昇降台８１を上昇させるように制御してもよい。
【００４７】
　そして、昇降台８１の上昇移動中に五徳３に調理容器Ａや蓋体１８などが載置されたか
否かの判断がなされる（Ｓ９）。調理容器Ａなどが載置されていない場合には（Ｓ９で「
Ｙｅｓ」）、そのまま昇降台８１を使用位置になるまで上昇させる（Ｓ１０）。なお、ス
テップＳ６において蓋体１８が五徳３に載置されたままになっていたり、ステップＳ７に
おいて昇降スイッチ１５がＯＮされていなかったり、ステップＳ９において昇降台８１の
上昇中に調理容器Ａ等が五徳３に載置された場合には、ステップＳ５に戻って、ブザーを
鳴らし、また、昇降駆動モータ８０が駆動されていた場合には停止させる。
【００４８】
　昇降台８１が使用位置まで上昇すると（Ｓ１０）、昇降駆動モータ８０を停止させる（
Ｓ１１）。その後、調理容器Ａが五徳３に載置されている場合には（Ｓ１２で「Ｙｅｓ」
）、点消火スイッチ１４がＯＮ操作されると（Ｓ１３で「Ｙｅｓ」）、イグナイタが所定
時間（例えば３秒）ＯＮされ、ガスバーナ２が点火される（Ｓ１４～Ｓ１６）。また、調
理容器Ａが載置されていない場合には（Ｓ１２で「Ｎｏ」）、後述するように、再度、ガ
スバーナ２及び五徳３を収納位置まで下降させてコンロ本体部１１内に収納するか否かの
制御が行なわれる（Ｓ２０）。ガスバーナ２に点火されて調理容器Ａの加熱が行なわれた
後、点消火スイッチ１４のＯＦＦ操作がなされると、ガスバーナ２は消火される（Ｓ１７
～Ｓ１８）。
【００４９】
　次に、ガスバーナ２及び五徳３が使用位置にあって、ガスバーナ２が使用されていない
場合には、ガスバーナ２及び五徳３をコンロ本体部１１内の収納位置まで下降させる制御
が行なわれる。まず、五徳３に調理容器Ａが載置されていないかどうかを判断する（Ｓ１
９）。調理容器Ａが載置されていない場合には、収納位置まで昇降台８１を下降させるた
めに昇降スイッチ１５がＯＮ操作されたか否かの判断がなされる（Ｓ２０）。昇降スイッ
チ１５がＯＮ操作されると（Ｓ２０で「Ｙｅｓ」）、昇降駆動モータ８０が駆動される（
Ｓ２１）。また、ステップＳ１９において、五徳３に調理容器Ａが載置されている場合に
は、ステップＳ１３に戻って、ガスバーナ２の点火操作が行なえるようになっている。
【００５０】
　そして、昇降台８１の下降中に五徳３に調理容器Ａや蓋体１８などが載置されたか否か
の判断がなされる（Ｓ２２）。調理容器Ａなどが載置されていない場合には（Ｓ２２で「
Ｙｅｓ」）、そのまま昇降台８１を収納位置になるまで下降させる（Ｓ２３）。なお、ス
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テップＳ２２において調理容器Ａや蓋体１８などが五徳３に載置された場合には、ブザー
を鳴らすと共に、昇降駆動モータ８０を停止させ（Ｓ２６）、再度、調理容器Ａや蓋体１
８などが五徳３に載置されたか否かの判断がなされる（Ｓ２７）。調理容器Ａなどが取り
除かれた場合には、ステップＳ２０に戻って、昇降スイッチ１５のＯＮ操作により昇降台
８１の下降動作を行なう。
【００５１】
　昇降台８１が収納位置まで下降すると（Ｓ２３）、昇降駆動モータ８０を停止させ（Ｓ
２４）、電源スイッチ１３がＯＦＦ操作されたか否かの判断がなされる（Ｓ２５）。電源
スイッチ１３がＯＦＦ操作されると電源がＯＦＦになり、電源スイッチ１３がＯＦＦ操作
されない場合には、ステップＳ１に戻って、昇降台８１を上昇させる制御を可能にする。
【００５２】
　以上のように、本実施形態のガスコンロ１によれば、ガスバーナ２及び五徳３を天板１
２に対して昇降させるので、ガスバーナ２と五徳３の間の距離は常に維持でき、ガスバー
ナ２を使用する時は良好な燃焼状態を確保できる。しかも、ガスバーナ２使用中に天板１
２が過熱される虞もなく、ガスバーナ２の火の状態も分かり易い。さらに、ガスバーナ２
の使用状態に関係なく、ガスコンロ全体の見栄えが良く、ガスバーナを使用していない時
は、天板１２を調理台として有効に利用できる。特に、ガスバーナ２及び五徳３がコンロ
本体部１１内に収容された状態で開口部１２ａを蓋体１８で覆うことにより、天板１２の
調理台としての利用面積をより広くできるし、埃やゴミなどがコンロ本体部１１の内部に
入らないようにすることができる。また、位置検出手段９を設けているので、収納位置と
使用位置とにガスバーナ２及び五徳３を確実に移動させることができる。
【００５３】
　さらに、ガスバーナ２及び五徳３をコンロ本体部１１内に収納する際に、五徳３に調理
容器Ａが載置されていると、下降動作が行なわれないので、五徳３に載置されている調理
容器Ａが不安定になったり、ひっくり返ったりすることを防止でき、しかも、下降動作中
の昇降機構８へ負荷が掛からないようにすることができる。
【００５４】
（その他）
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものでなく本発明の範囲内で種々の変更を
施すことができる。
　例えば、本実施形態では、昇降機構８を昇降駆動モータ８０の回転駆動によるボールネ
ジ８９の作用でパンタグラフ機構８４を駆動させる構成としたが、油圧ポンプを用いた油
圧アクチュエータによって、パンタグラフ機構８４を駆動させるようにすることもできる
。また、昇降機構８は、昇降台８１の下方に油圧シリンダ又はエアシリンダを設けて、油
圧シリンダ又はエアシリンダにより昇降台８１を昇降させる構成とすることもできる。さ
らに、昇降機構８は、昇降台８１に一体的に形成するラックと、このラックに噛み合うピ
ニオンと、このピニオンを回転させるモータとを備える構成としてもよい。
【００５５】
　また、物検知手段７２として、鍋底温度センサ７１に設ける鍋底を検知するマイクロス
イッチを用いたが、近接スイッチや光センサや超音波センサなどの他の検知手段を用いる
こともできる。
【００５６】
　また、上記実施形態では、ガスバーナ２の混合管２４と器具栓５とを上下のクランク状
の接続管と複数の回転継手とにより常に接続された状態にしたが、器具栓５にノズルを形
成して、このノズルと混合管２４のガス受入口とを離した状態にしておき、混合管２４が
設定した位置に配置されるようにノズルにガイド部材を設けるようにしてもよいし、位置
検出手段９の検出結果に基づいて、混合管２４が使用位置まで上昇したときに、器具栓５
のノズルが混合管２４のガス受入口の所定の位置に配置されるように制御するようにして
もよい。また、クランク状の接続管に代えて、金属製のフレキシブル管を用いてもよい。
【００５７】
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　また、昇降台の昇降動作を認識し易くするために、天板１２の開口部１２ａに形成した
内壁１２ｂに昇降中に点灯するランプを設けるようにしてもよい。
【００５８】
　さらに、本実施形態では、バーナ部２１のバーナボディ２２と、バーナリング６と、支
持体１７とはそれぞれ別体としたが、バーナボディ２２とバーナリング６とを一体に形成
したり、バーナリング６と支持体１７とを一体に形成したり、バーナボディ２２と支持体
１７とを一体に形成したり、全てを一体に形成してもよい。また、支持体１７は、筒部１
７ａと天井部１７ｂとを一体に形成したが、それぞれ別に形成してもよい。
【００５９】
　本実施形態では、ガスバーナ２が外炎式であるため、ガスバーナ２と五徳３と物検知手
段７２を備える鍋底温度センサ７１とを昇降台８１上に配置して昇降させる構成としたが
、ガスバーナ２が内炎式の場合には、ガスバーナ２をコンロ本体部１１に固定し、五徳３
と物検知手段７２を備える鍋底温度センサ７１とを昇降台８１上に配置して昇降させる構
成とすることができる。
【符号の説明】
【００６０】
１ ガスコンロ
２ ガスバーナ
３ 五徳
８ 昇降機構
９ 位置検出手段
１０ 制御部（制御手段）
１１ コンロ本体部
１２ 天板
１２ａ 開口部
１８ 蓋体
２１ バーナ部
７２ 物検知手段
８０ 昇降駆動モータ
８１ 昇降台
８３ リンクアーム
８４ パンタグラフ機構
８９ ボールネジ
９１ 上部マイクロスイッチ
９２ 下部マイクロスイッチ
９３ スケールセンサ
Ａ 調理容器
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